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中心市街地 『まちの顔』 -新潟県活性化検討委員会 活性化-の報告書と題して､三条
























個々の大学で学部 ･学科 ･科目の構成は特性があり､属人主義 (大学の教員-人の構成
の現状によってカリキュラムを決めるという考え方 :現に勤務している教員の身分保全と
いうことを前提とする場合が多い)に傾く傾向が大半の大学で伺える面もある｡また現実
に､カリキュラムを改革していこうとする場合､事業体としての維持 ･発展を目的として
行う限り､極力既存の人材を活用することが望まれるため､企業 ･社会の需要に応じる場
合､どのセグメントに応えるか､あるいはどのようなカリキュラムの変更によってそれを
実現するかは､現行の学部 ･学科･既存のカリキュラムに関する大学間の相違によって様々
であろう｡
近隣大学の相互乗り入れ､Consortium大学の実現によって最終的には解決されるであろ
う｡この記述については､これまでの姥名教授との共同研究､韓国人的資源管理学会での
発表や論文で既に述べたところである｡
-103-
